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 麦の生育状況（龍ケ崎市）                                     

地 域 名 麦 種 （品種） 生育（作柄・品質）概況 

茨城県 

（龍ケ崎市） 

 

11 月 14 日播種 

小麦 

（さとのそら） 

 

六条大麦 

（カシマムギ） 

（カシマゴール） 

 

二条大麦 

（ミカモゴールデン） 

 

 

11 月 20 日播種 

小麦 

（さとのそら） 

 

11 月 29 日播種 

 裸麦 

（キラリモチ） 

 

※キラリモチは出芽

不良のため 11/29 に

再度播種を行ったた

め参考値。 

 
龍ケ崎市の 2025 年産（2024 年播種）麦類における気象、生育経過、成熟期の生育及び収量・品質の平年との比較は以下の

とおりである。 
 
１）気象 
気 温：平均気温は、播種～12 月はやや低く（平年差-0.2℃）、１月～２月は平年並（平年差-0.3℃）、３月～４月は平年並

（平年差+0.1℃）、５月は平年並であった（平年差-0.1℃）（図１）。  
降 水 量：降水量は、播種～12 月は平年比 35％と少なく、１月～２月は平年比 29％とかなり少なく、３月～４月は平年比

101％と平年並で、５月は平年比 151％とかなり多く推移した（図２）。 
日照時間 ：日照時間は、播種～12 月は平年比 121％とかなり長く、１月～２月は平年比 114％とかなり長く、３月～４月は平年

比 93％と短く、５月は平年比 80％とかなり短く推移した（図３）。 
 
２）生育経過、成熟期の生育、収量、品質に対する気象の影響 

11/14 播種では、播種～３月第１半旬までは日照時間はやや長い～かなり長かったが、気温は低い～平年並で推移したた
め、草丈はかなり低い～平年並で、茎数はかなり少ない～平年並で、葉色は平年並～かなり濃かった（図４、図５）。その後３
月第５半旬までは気温が平年並に推移したため、大麦の出穂期は３日早い～１日遅く、小麦の出穂期は５日遅かった。３月第
６半旬～５月第６半旬までは降水量が平年並～かなり多く、気温が平年並、日照時間がかなり短い～平年並で推移したた
め、どの麦種も成熟期は平年より２～３日遅かった。登熟日数は小麦では２日早く、六条大麦では３～６日遅く、二条大麦では
１日早かった。（表１）。 
小麦は、平年と比較して穂数はかなり多く、千粒重は重く、整粒歩合はかなり高く、整粒重は重かった。六条大麦は、平年と

比較して穂数はかなり多く、千粒重はやや軽い～軽く、整粒歩合はかなり低く、整粒重はやや軽い～軽かった。二条大麦は、
平年と比較して穂数はかなり多く、千粒重は平年並で、整粒歩合はかなり低く、整粒重はやや重かった。六条大麦と二条大麦
は、５月第１半旬の大雨と強風により倒伏程度がかなり大きくなり、整粒歩合と整粒重の低下に関係したと考えられる。裸麦
は、穂数は 1343 本/㎡、千粒重は 39.1g、整粒歩合は 90％、整粒重は 58.3 ㎏/a であった（表１）。   

11/20 播種の小麦では、草丈は生育期間を通してかなり低い～やや高く、茎数はかなり少ない～多く推移した。出穂期は３
日遅く、成熟期は２日遅く、登熟日数は平年より１日短かった。穂数は少なく、千粒重はかなり軽く、整粒歩合は高く、整粒重
は平年並であった（表１）。 

 

農 研 速 報 



３）平年と比べた各品種の生育及び収量・品質（表１） 
 （11 月 14 日播種） 
さ と の そ ら：出穂期は５日遅く、成熟期は３日遅かった。 

穂数はかなり多く、一穂整粒数は同等だった。 
整粒重は 67.5kg/a と重く、整粒歩合は高かった。 
千粒重は重く、容積重はかなり重く、タンパク質含有率はかなり高かった。 

 
カ シ マ ム ギ：出穂期は同等で、成熟期は３日遅かった。 

穂数はかなり多く、一穂整粒数はかなり少なかった。 
整粒重は 42.9kg/a とやや軽く、整粒歩合はかなり低かった。 
千粒重、容積重は軽く、タンパク質含有率は同等だった。 
 

カ シ マ ゴ ー ル：出穂期は３日早く、成熟期は３日遅かった。 
穂数はかなり多く、一穂整粒数はかなり少なかった。 
整粒重は 42.5kg/a と軽く、整粒歩合はかなり低かった。 
千粒重はやや軽く、容積重は重く、タンパク質含有率はかなり高かった。 
 

ミカモゴールデン：出穂期は１日遅く、成熟期は２日遅かった。 
穂数はかなり多く、一穂整粒数はかなり少なかった。 
整粒重は 35.8kg/a とやや重く、整粒歩合はかなり低かった。 
千粒重は同等で、容積重は重く、タンパク質含有率は同等であった。 

 
（11 月 20 日播種） 
さ と の そ ら：出穂期は３日遅く、成熟期は２日遅かった。 

穂数は同等で、一穂整粒数は多かった。 
整粒重は 67.8kg/a とかなり重く、整粒歩合はかなり高かった。 
千粒重、容積重はかなり重く、タンパク質含有率はかなり高かった。  
 

（11 月 29 日播種） 
キ ラ リ モ チ：出穂期は４月８日で、成熟期は５月 25日であった。 

穂数は 1343 本/㎡で、一穂整粒数は 11.1 粒/穂であった。 
整粒重は 58.3kg/a で、整粒歩合は 90％であった。 
千粒重は 39.1g で、容積重は 855g/ℓで、タンパク質含有率は 9.5％であった。 
※キラリモチは出芽不良により 11/29 に再度播種を行ったため参考値。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

気象概況および生育状況における表現について

平年値（過去5年間の平均値）との違いの程度を、「低い（少ない）」、「平年並」、「高い（多い）」等の階級区分で表しています。
各階級の幅は、下図のように、統計期間における出現率が等分（それぞれ33％）となるように決めています。
さらに、「低い（少ない）」、「高い（多い）」については、補足的表現として下図に示す出現率となるように「やや」、「かなり」と表しています。

やや やや

かなり かなり

33％ 33％

10％ 10％ 10％ 10％

SD×1.10306

33％

33％

SD×(-0.72248） SD×0.72248

平均値

平年並

SD×(-0.42615) SD×0.42615

高い低い

SD×(-1.10306）


